
令和７年度根本正顕彰会公開講座報告書 

 

日 時  令和８年２月１５日（日） 

会 場  那珂市中央公民館 講座室 

講 師  根本正顕彰会副会長 横地富子氏 

テーマ  「帝国議会議事録に見る根本正の活躍」 

       ―「美術奨励に関する建議案」提出の背景と経緯― 

  

横地副会長は、これまで精力的に帝国議会の議事録から根本正

の活躍を抽出して来た。その中で、今回は美術奨励など文化面にも

貢献して来た根本正の姿を明らかにされた。ともすればこれまで、根

本正の政治家としての活躍、教育施策について研究が進められてき

たが、今回は芸術文化面という新たな視点からの根本正像を学ぶ

ことが出来た。会員の調査研究の一端として、今後も議事録を探る

ことで、根本正の多面的な功績を見出すことが出来よう。 

また、大子の十二所神社境内に建てられた根本正の胸像が、 

（講演する横地富子副会長）      明治期の偉大な彫刻家大隈氏廣よって造られたこと、根本正

が、大隈氏に敬愛する大恩人のビリングスの胸像制作を依頼し、氏の生地米国へ贈っていることなど、新

たな発見であった。 

会員一人ひとりとしても、根本正の姿を追い求めることは、まだまだ多くあるものであることを痛感させ

られた講座でした。１７名の参加者には、新たな根本正像を得て、感慨深いものがあったものと喜んでいる。 

 

＜講座の内容＞ 

詳細な内容は、後日送付の講演資料を参照していただきたいが、ここでは、横地副会長が最後に掲げら

れた「まとめ」を以て要約としておく（次頁へ）。     （下の写真は、講演会場） 



「まとめ」 

幕末、ヨーロッパの万国博覧会に出展した幕府や各藩の工芸品や美術品は優れた装飾品として絶賛さ

れ、日本の工芸品へのヨーロッパの関心が高まり外貨を稼ぐ輸出品となる可能性が出た。 

  当時の日本には西洋のような「美術」と「工芸」の区別がなく、日本の美術品は装飾的・工芸的とみなさ

れ西洋美術より低い評価をうけていた。 

 明治維新後の近代化と社会の変化により日本美術は大きく揺れ動いた。政府は早急に西洋式の「ファイ

ン・アート」（純粋美術）を導入し西洋諸国に恥じない芸術体勢を整備しようとし、日本の諸派の絵画などは

旧弊なものとみなされ存続の危機に陥った。 

 さらに廃仏毀釈や大名家の没落などで多くのすぐれた美術品が古道具市場にあふれ、お雇い外国人の

収集した日本美術品や美術商だった林忠正らの日本美術品の積極的な売買により欧米に流失した。これ

がヨーロッパにジャポニスムを生み、浮世絵は印象派の画家に大きな影響を与え近代絵画が生まれた。 

 根本正はアメリカで先進教育を受け、帰国時にはヨーロッパを巡りイギリスで議会政治を学び、ドイツで

名士に面会、国会を見学し国家観と歴史観を学び、フランスのパリ万博を視察し先進文明の受容を認識し、

イタリアではポンペイの最後の日の遺跡を見学し文化が一瞬で壊滅した自然の威力に驚いた。帰国後政

治家として活躍する中、欧米で学んだ先進文化を取入れ、自国の文化を守る重要性を認識し美術界のた

めに尽力した。 

国は、日露戦争の後、明治 40年、文部省美術展覧会（文展）開催し、大正 7年まで続く。 

 大正 8年に帝国美術院が帝展を昭和 12年まで、昭和 12年に帝国芸術院が新帝展を開催する。 

美術館は、東京府美術館が 1926（大正 15）昭和天皇の成婚記念として福岡の実業家 佐藤慶太 

郎からの 100万円の寄付を受けて上野公園内に建設された。 

 明治 30年古社寺保存法が施行、昭和 4年国宝保存法 戦後の文化財保護法ヘと続く。 

 

【補足】 

〇根本正はなぜビリングス像を大熊氏廣に作製を依頼したのか 

① 大熊氏廣は当時の日本彫刻界の指折りの大家の一人であった。当時の日本は銅像時代の幕開けで 

各地に様々な銅像がつくられはじめ、そのきっかけとなったのが 1893 年（明治 26 年）に除幕した

大熊氏廣作の靖國神社の大村益次郎像であり、日本最初の大型モニュメントの銅像であったため、

お披露目前から新聞報道で話題となり大熊氏廣は一躍有名になっていた。1890 年ヨーロッパ留学

から帰国した時点で洋行帰りの新進彫刻家として大熊氏廣は知られ始めていた。根本正はこうした

報道を目にしていたと思われる。 

② 根本正は欧米などでは、広場・公園・道路・会社・学校・教会・墓地など公共の場にモニュメントを設

置したり、個人や団体を顕彰するための肖像彫刻を制作する文化を留学時代に学んでいたと思わ

れる。明治 27 年～28 年に中南米移民地調査から帰国しビリングス氏の死を知り顕彰のため胸像

制作を大熊氏廣に依頼しようと考えたと思われる。 

 

「質問がありました」 

「大郡線」とは？    国有鉄道としては、はじめに常陸大宮駅から郡山までが開通していた。 

「ポンペイ最後の遺跡とは」？  紀元 79年の火山噴火で一瞬にして埋もれた古代ローマ都市の跡。 




















